芥川龍之介『報恩記』の「報恩」の陰にかくされたもの by 川野, 良
芥
川
龍
之
介
『
報
恩
記』
大
正
十
一
年
「
中
央
公
論」
第
三
十
七
年
四
月
号
に
発
表
さ
れ
た
「
報
恩
．
記」
は、
「
阿
隅
港
甚
内
の
話」
「
北
条
屋
弥
三
術
門
の
話」
「「
ぼ
う
ろ」
弥
三
郎
の
話」
の
三
話
か
ら
成
る
複
合
独
白
体
で
描
か
れ
て
い
る。
そ
の
梗
概
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。
「
阿
娘
迷
甚
内」
の
話
は、
甚
内
自
身
が
伴
天
述
に
あ
る
男
「
ぽ
う
ろ」
の
為
に
「
み
さ」
を
依
頓
す
る
所
か
ら
始
ま
る。
盗
人
甚
内
は
あ
る
こ
が
ら
し
の
夜、
北
条
段
に
盗
み
に
入
っ
た。
北
条
屋
で
老
夫
婦
が
破
産
を
目
前
に
沈
ん
で
い
た。
そ
の
主
人
の
頗
に
見
党
え
の
あ
る
甚
内
は、
北
条
屋
弥
三
右
衛
門
こ
そ、
か
つ
て
阿娘
港
で
自
分
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
船
頑
で
あ
る
こ
と
に
気付
く。
甚
内
は、
そ
の
「
恩
返
し」
に
三
日
以
内
に
六
干
貰
の
金
の
調
達
を
約
束
す
る。
ま
た、
「
北
条
屈
弥
三
右
衛
門」
の
話
も
伴
天
連
へ
の
告
白
か
ら
始
ま
る。
甚
内
は
約
束
を
'
｛寸
っ
て
北
条
屋
の
破
産
の
危
機
を
救
っ
て
く
れ
た。
そ
れ
か
ら
二
年後、
甚
内
が
捕
え
ら
れ、
一
条
も
ど
り
槍
で
曝
首
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
弥
三
右
術
門
は
矧
る。
せ
め
て
も
の
「
恩
返
し」
に
回
向
す
る
と、
そ
れ
は、
家
出
し
の
「
報
恩」
て
梢
息
不
明
に
な
っ
て
い
た、
弥
三
右
衛
門
の
一
人
息
子
弥
三
郎
の
も
の
で
あ
っ
た。
「「
ぽ
う
ろ」
弥
三
郎」
の
話
に
よ
れ
ば、
弥
三
郎
は
荘
内
か
ら
受
け
た
父
の
恩
を
返
そ
う
と、
甚
内
の
弟
子
に
な
ろ
う
と
す
る
が、
相
手
に
さ
れ
な
い。
甚
内
の
卦
代
わ
り
に
な
っ
て
首
を
打
た
れ
る
こ
と
に
よ
り、
「
恩
返
し」
と、
「
甚
内」
の
名
の
持
つ
栄
営
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
復
牲
を
一
庶
に
し
よ
う
と
す
る。
と
こ
ろ
で、
「
座
談
会
菊
池
久
米
を
囲
む
文
学
論」
（
「
文
学
界
j
十一
年
九
月
号）
に
お
い
て、
久
米
正
紙
は、
•
昭
和
芥
川
の
初
期
の
も
の
な
ん
と
い
ふ
も
の
は
つ
ま
り
藍
木
が
必
ず
あ
る
ん
で
す
よ
い
ろ
ん
な
意
味
で
の
ね。
彼
は
お
手
本
を
傍
ら
に
措
い
て
お
か
な
き
や
咎
け
な
か
っ
た
男
な
ん
だ。
「今
背
物
栢j
を
典
拠
と
し
た
も
の、
「水
教
人
の
死」
の
「
別
人
伝
j
（
「
抱
マ
リ
ナ
派
貞
」）、
「虹
蛛
の
糸」
の
「
因
染
の
小
屯」、
「戯
作
三
味
j
JI I 
の
陰
に
か
く
さ
れ
た
も
の
と
発
言
す
る。
周
知
の
よ
う
に、
芥
川
に
は
祠
生
巳
霰
粥」
な
ど
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の
「
烏
琴
日
記
抄」
な
ど、
取
り
か
た
の
多
少
は
あ
る
に
し
て
も、
ヒ
ン
ト
を
得
た
作
品
は
多
く
数
え
ら
れ
る。
こ
の
「
報
恩
記」
に
も、
と
ン
ト
を
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
が
あ
る。
そ
れ
は、
「
鼠
小
俯
実
記」
（
昭
和
凶
年
十
月
発
行・
早
稲
田
大
学
出
版
部）
に
締
め
く
く
ら
れ
る、
一
述
の
「
鼠
小
俯
物」
で
あ
る。
芥
JII
に
は、
「
鼠
小
俯
次
郎
吉」
（
大
正
九
年一
月）
と
い
う
作
品
も
あ
る。
こ
の
鼠
小
俯
は、
英
在
の
人
物
で、
天
保
三
年
(-
八
三
二）
八
月
十
九
日
．
に
獄
門
に
処
せ
ら
れ
た。
平
戸
蒲
主
松
捕
浄
山
の
随
節
「
甲
子
夜
話』
巻
四
+＝一
に
よ
れ
ば、
或
人
酋
ふ。
頃
ろ
都
下
に
盗
あ
り
て、
共
族
の
応
よ
り
始
め、
国
王
の
邸
に
も
処
々
入
り
た
り
と
酋
ふ
9
然
ど
も
人
に
疵
つ
く
る
こ
と
無
く、
一
切
器
物
の
類
を
取
ら
ず、
唯
金
銀
を
の
み
取
去
る
と。
去
れ
ど
も
何
れ
よ
り
入
と
首
こ
と
悦
て
知
る
者
な
し。
因
て
人、
鼠
小
俯
と
呼
ぶ
と。
と
当
時
の
人
々
に
評
判
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。
我
々
の
知
る
「
鼠
小
俯」
は、
「
天
下
の
義
賊」
と
称
さ
れ
て
い
る。
と
こ
ろ
が
実
際
は
尾
張、
水
戸
な
ど
の
大
名
屈
吸
に
忍
ぴ
込
み、
三
干
二
百一
而
二
分
も
の
大
金
を
盗
ん
だ
が、
そ
れ
を
庶
民
に
は
わ
け
な
か
っ
た
ら
し
い。
と
こ
ろ
が、
お
な
じ
「
甲
子
夜
話
続
岱」
径
八
十ー
に、
鼠
或
日
町
家
へ
入
り、
金
子
七
拾
両
盗
去
り
た
る
に、
蔀
を
卸
し、
店
iu、
ざ
し
て
間
寂
た
り。
鼠
疑
ひ
路
人
に
問
へ
ば、
か
の
家
先
日
金
七
十
両
を
盗
み
に
遭
ひ、
夫
よ
り
身
本
乏
し
く
成
り、
境
に
見
勢
を
仕
ま
ひ
た
り
と
開
き、
鼠
咬
息
し
て、
さ
て
も
町
人
の
身
上
は
朝
器
の
如
し。
夫
を
収
る
は
梢
け
な
し
と、
そ
の
夜
又
忍
入
り、
七
十
両
の
金
を
元
の
如
く
密
に
入
れ
爵
き
た
り。
然
れ
ど
も
又
思
ふ
は、
御
大
名
の
身
上
は
始
れ
と
は
述
ひ、
何
も
か
、
る
手
柔
き
者
に
て
も
無
し、
是
よ
り
町
家
は
止
め
て
侯
家
へ
の
み
逍
入
た
り。
こ
れ
人
徳
慈
悲
を
知
て、
敬
忠
を
知
ら
ざ
る
者
也。
と
あ
る
こ
と
か
ら、
弱
い
者
（
庶
民）
か
ら
は
盗
ま
ず、
強
い
者
（
大
名）
か
ら
だ
け
盗
ん
だ
の
で
「
義
賊」
と
い
わ
れ
た
の
だ
ろ
う。
こ
の
「
鼠
小
俯」
は、
大
名
が
無
条
件
に
仰
い
と
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
に
あっ
て、
た
と
え
金
子
は
分
け
与
え
ら
れ
な
く
て
も、
庶
民
に
は
術
快
で
あっ
た
に
違
い
な
い。
こ
れ
は
日賞心
記
j
の
阿
姻
港
甚
内
が
北
条
歴
の
危
急
を
救
う
所
と
酷
似
す
る。
河
竹
黙
阿
弥
は
「
以
小
紋
束
君
新
形」
を、
松
林
伯
円
は
踏
談
「
臥
小
俯
次
郎
吉」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た。
「
鼠
小
紋
束
甜
新
形」
は
鼠
小
佃
以
前
に
江
戸
を
わ
か
せ
た
稲
業
小
俯
に
仮
託
し
て
柑
か
れ
て
い
て、
実
際
の
鼠
小
俯
の
事
件
と
の
関
係
は
あ
ま
り
な
く、
二
つ
の
盗
人
の
ネ
ー
ム
パ
リ
ュ
ー
に
因っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。
術
談
「
鼠
小
俯
次
郎
古」
は
孫
永
三
年
（一
八
五一
）
の
春、
江
戸
尾
張
町、
重
松
で
伯
円
が
初
め
て
閥
座
に
か
け
た。
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
の
不
安
動
揺
の
時
代
に
は、
江
戸
の
人
々
は
こ
の
白
浪
物
を
好
ん
だ
よ
う
で、
鼠
小
俯
の
出
し
物
の
日
は、
滴
貝
札
止
め
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る。
し
か
し、
話
の
大
部
分
は
伯
円
の
創
作
で
あ
る。
（「
鼠
小
俯
次
郎
吉
後
説・
宝
井
馬
琴・
「
定
本
甜
談
名
作
全
集j
5•
昭
和
四
十
六
年
二
月・
甜
談
社）
「
甲
子
夜
話
続
店
j
と
同
辿
の
話、
講
談
「
鼠
小
俯
次
郎
吉」
の
「
分
鉗
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伊
勢
床
の
没
落」
は、
あ
る
宙
の
夜、
分
鉗
伊
勢
届
へ
泥
棒
が
入
っ
て
干
両
と
ら
れ
た
が、
た
っ
た
の
干
両
の
被
害
で
安
上
が
り
だ
っ
た
と
伊
勢
屋
が
い
う
話
を
圃
い
て、
次
郎
吉
は
盗
み
に
入
る
決
心
を
す
る。
と
こ
ろ
が
「
分
絹
伊
勢
屈」
に
忍
ぴ
込
ん
で
み
る
と、
主
人
の
四
郎
兵
衛、
そ
の
安
お
光、
番
煩
の
新
兵
衛
が
金
策
の
思
案
も
つ
き
は
て、
明
日
は
生
ま
れ
故
郷
へ
帰
る
と
い
う
相
談
を
し
て
い
る。
み
か
ね
た
次
郎
吉
が
声
を
か
け
る
と
干
両
盗
ま
れ
た
伊
勢
圧
は、
「
丁
字
伊
勢
民」
で
あ
り、
金
が
欲
し
い
の
な
ら、
自
分
遥
の
路
銀
を
削
っ
て
ゃ
る
と
主
人
は
言
っ
た。
次
郎
古
は
義
侠
心
を
お
こ
し、
そ
の
夜
の
う
ち
に
三
百
両
の
糊
達
を
約
す。
そ
し
て、
長
州
毛
利
家
よ
り111
百
両
を
手
に
入
れ、
分
銅
伊
勢
屋
へ
持
っ
て
い
く。
主
人、
番
頭
と
も
に
喜
ぴ、
盗
人
を
や
め
る
よ
う
に
意
見
す
る
が、
次
郎
吉
は、
も
し
自
分
が
捕
ら
え
ら
れ
た
ら、
猫
を
建
て
る
よ
う
に
頼
ん
で
姿
を
か
く
す。
霰
小
俯
尖
記」
の
「
次
郎
吉
酒
店
の
難
渋
を
開
く
事
併
三
河
屋
へ
再
ぴ
忍
ぴ
入
り
金
子
を
返
す
事」
で
も、
次
郎
吉
が
前
夜
盗
み
に
入
っ
た
酒
店
の
前
を
通
り
か
か
る
と、
戸
を
閉
め
て
商
売
を
し
て
い
な
い。
不
称
に
思
っ
て
近
隣
の
店
で
事
梢
を
開
く
と、
前
夜
盗
人
が
入
り、
商
売
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
次
郎
吉
は、
後
悔
し、
盗
ん
だ
金
を
返
そ
う
と
三
河
屋
へ
忍
ぴ
入
る
と、
障
子
ご
し
に
息
子
が
奉
公
に
出
る
と
い
う
親
子
の
会
話
を
盗
み
llH
く。
そ
し
て、
す
っ
か
り
気
の
甜
に
な
っ
た
次
郎
吉
は、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
返
し
て
や
る。
こ
の
よ
う
に、
盗
み
に
入
っ
た
店
で
そ
の
店
の
危
急
を
耳
に
し、
金
を
岡
達
す
る
話
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る。
ま
た、
身
代
わ
り
に
な
る
話
も、
議
談
「
鼠
小
俯
次
郎
古j
の
「
度
胸
熊
が
敢
後
の
蒋
根」
で
は、
次
郎
古
が
お
金
を
や
っ
て
助
け
た
二
人
が、
そ
の
金
を
持
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
無
災
の
罪
を
か
ぶ
る。
そ
の
無
実
を
証
明
す
る
た
め
に、
か
つ
て
次
郎
吉
が
泄
話
を
し
た
熊
蔵
に
正
体
を
明
か
し、
身
代
わ
り
を
頼
む。
熊
蔵
は、
「
親
分
の
よ
う
な
梢
け
の
あ
る
盗
人
は
世
の
中
の
融
通
だ。」
と
快
く
引
き
受
け、
代
わ
り
に
つ
か
ま
る。
「鼠
小
俯
実
記
j
の、
「
次
郎
吉
次
郎
吉
の
自
訴
を
削
く
事
併
三
古
命
に
替
て
曲
み
を
解
く
事」
で
は、
昔
次
郎
吉
に
助
け
て
も
ら
っ
た
三
吉
が、
大
阪
に
い
る
次
郎
吉
の
見
知
人
を
江
戸
に
逍
わ
し
て、
詮
磁
す
る
と
い
う
こ
と
を
開
き
付
け
て、
江
戸
に
や
っ
て
来
る。
捕
手
の
役
人
に
向
か
っ
て、
「
私
は
昨
夜
大
橋
に
て
逃
げ
去
し
鼠
小
俯
と
あ
だ
名
せ
る
次
郎
吉」
と
称
し
て、
三
吉
は
伝
馬
町
へ
送
ら
れ
る。
そ
し
て、
「
次
郎
吉
に
逢
は
ね
ど
も
恩
の
為
に
身
を
捨
て
固
め
を
解
か
ん
と
て
訴
へ
出
し
な
り
き。」
と
「
恩
返
し」
を
す
る。この
よ
う
な
「
恩
返
し」
の
傾
向
は、
人
々
に
好
ま
れ
る
姐
材
で
あ
っ
た
ら
し
い。
芥
川
の
「
手
帳」
三
に、
（「
芥
川
ffu
之
介
全
集
年
七
月、
岩
波
柑
店
刊
所
収）
0
第
二
鼠
小
俯。
分
荊
伊
勢
屋
の
子。
復
牲
的。
〇
恩
返
し
の
心。
（
親
分
の
手
助
け
を
し
た
い）
十
二
巻』
昭
和
五
十
- i16-
と
あ
る。
「
凪
小
俯
次
郎
吉
j
は、
大
正
九
年一
月
に
発
表
さ
れ、
「
報
恩
記
j
に
二
年
先
立
つ。
こ
の
メ
モ
に
よ
れ
ば、
芥
川
は、
鼠
小
俯
の
続
紺
を
咎
く
つ
も
り
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が、
現
実
に
は、
大
正
九
年
四
月
九
日
付
の
滝
田
哲
太
郎
宛
也
間
に、
凪
小
俯
次
郎
吉
続
篤
は
当
分
執
策
の
勇
気
無
之
七
月
の
特
別
号
に
は
何
か
外
の
も
の
を
也
か
せ
て
頂
く
可
く
候
．
と
一
時
断
念
し
て
い
る。
と
こ
ろ
が、
こ
の
メ
モ
は、
「
分
銅
伊
勢
屋」
を
「
北
条
陸」
に
変
え
る
と
そ
の
ま
ま、
弥
三
郎
の
性
格
に
通
ず
る。
ま
た、
こ
れ
は、
講
談
「
鼠
小
俯
次
郎
古」
の
「
分
銹
伊
勢
屋」
と
一
致
す
る。
先
に
述
ぺ
た
「
臥
小
俯」
の
系
甜
が、
芥
川
の
念
頭
に
あ
っ
た
に
迎
い
な
い。
芥
川
の
「
鼠
小
俯
次
郎
古」
は、
江
戸
を
出
て
上
方
へ
行
っ
て
い
た
親
分
次
郎
吉
と、
子
分
の
三
年
ぶ
り
の
対
面
の
様
子
が、
二
人
の
会
話
を
中
心
に
描
か
れ
て
い
る。
特
に
中
心
を
成
す
の
は、
二
段
格
の
八
王
子
宿
で
の
「
胡
麻
の
知」
事
件
で
あ
る。
府
中
の
宿
の
は
ず
れ
か
ら
逍
づ
れ
と
な
っ
た
越
後
床
服
古
に
勧
め
ら
れ、
次
郎
吉
は
同
じ
旅
能
に
泊
ま
る。
と
こ
ろ
が
こ
と
も
あ
ろ
う
に、
煎
吉
は
次
郎
吉
の
夜
具
に
手
を
入
れ、
胴
巻
を
探
る。
次
郎
吉
は、
手
を
つ
か
ん
で
布
の
主
人
に
突
き
出
す。
す
る
と
重
吉
は、
「
如
何
に
も
江
戸
で
昭
の
麻
え`
鼠
小
俯
と
は
お
れ
の
こ
と
だ」
と
た
ん
か
を
切
る。
術
の
主
人
や
番
頭
は
態
度
を
変
え、
酒
を
迎
ん
だ
り、
盗
み
の
話
に
耳
を
傾
け
る。
と
こ
ろ
が
次
郎
吉
が、
第一
伽
前
が
紛
れ
も
無
え、・
日
本一
の
大
泥
坊
な
ら、
何
も
す
き
好
ん
で
ぺ
ら
ぺ
ら
と、
為
に
も
な
ら
照
え
旧
悪
を
並
べ
立
て
る
筈
が
無
え
わ
な。
（
略）
役
人
始
め
真
実
御
前
が
鼠
小
俯
だ
と
息
ふ
か
も
知
れ
熙
え。
が、
そ
の
時
に
や
軽
く
て
獄
門、
重
く
て
傑
は
逃
れ
無
え
ぜ。
そ
れ
で
も
御
前
は
鼠
小
俯
か、
ー
と
云
は
れ
た
ら、
ど
う
す
る
気
だ。
と
突
っ
込
む
と、
「
へ
い、
何
と
も
巾
し
訳
は
ご
ざ
り
や
せ
ん。
実
は
鼠
小
倣
で
も
何
で
も
無
え、
唯
の
胡
麻
の
蠅
で
ご
ざ
り
や
す。」
と
あ
っ
さ
り
と
し
っ
ぼ
を
出
す。
子
分
は
そ
れ
を
開
き、
祖
慨
し
て、
「
日
本
の
盗
人
の
守
り
本
的、
私
の
贔
展
の
鼠
小
俯
を
何
だ
と
思
っ
て
ゐ
や
が
る。」
と
酋
う
と、
次
郎
吉
は、
何
も
そ
れ
程
に
業
を
党
や
す
事
は
無
え、
あ
ん
な
IUl
抜
な
野
郎
で
も、
鼠
小
俯
と
名
兼
っ
た
ば
か
り
に、
大
き
な
面
が
出
来
た
事
を
思
や、
鼠
小
俯
も
さ
ぞ
本
望
だ
ら
う。
と
百
い、
本
当
は、
自
分
こ
そ
が
「
鼠
小
俯」
だ
と
正
体
を
叩
か
す。
こ
れ
は、
「
凪
小
俯
実
記」
の
三
吉
が
次
郎
古
の
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
や、
『
報
恩
記」
の
弥
三
郎
が
阿
媒
池
甚
内
の
身
代
わ
り
に
な
っ
て
名
乗
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る。
「鼠
小
俯
次
郎
古」
に
お
い
て
は
「
日
本
の
盗
人
の
守
り
本
収」
で
あ
る
「
鼠
小
俯」
と
名
乗
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て、
「
大
き
な
面
が
出
来
た」
の
で
あ
る。
つ
ま
り
「
鼠
小
俯」
は
周
別
に
投
怖
と
雌
敬
を
与
え
る
ほ
ど
の
名
前
で
あ
り、
次
郎
古
本
人
も、
そ
の
人
々
の
急
変
ぶ
り
を
見
て
「
木
望」
だ
と
酋
う。
ま
た、
煎
古
も
そ
れ
に
よ
っ
て
減
罪
を
得
よ
う、
舷
栄
心
を
沿
足
さ
せ
よ
う
と
い
う
程
底
の
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た。
と
こ
ろ
が、
「
報
恩
記
j
の
弥
三
郎
は、
「
評
判
の
翡
い
盗
人」
甚
内
の
名
を
恥
る
こ
と
に
よ
っ
て、
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あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
甚
内
の
名
脊
は、
悉
わ
た
し
に
奪
は
れ
る
の
で
す。
（
三
股
笑
ふ）
云
は
ば
甚
内
を
助
け
る
と
同
時
に、
甚
内
の
名
前
を
殺
し
て
し
ま
ふ、
一
家
の
恩
を
返
す
と
同
時
に、
わ
た
し
の
恨
み
も
返
し
て
し
ま
ふ、
ー・
と
「
恩」
と
い
う
大
義
名
分
の
下
に
身
代
わ
り
に
な
り、
犠
牲
に
な
る
代
わ
り
に
代
償
を
得
よ
う
と
す
る。
「
鼠
小
俯
次
郎
古」
の
諏
吉
が
臥
小
俯
を
名
釆
り
な
が
ら、
鼠
小
俯
本
人
に
問
い
詰
め
ら
れ、
命
が
危
な
く
な
り、
お
ど
さ
れ
る
と
小
心
に
も
す
ぐ
に
し
っ
ぽ
を
出
し
て
し
ま
う。
こ
れ
は
駐
り
に
徹
し
よ
う
と
す
る
し
た
た
か
さ
に
欠
け
る
恥
ず
ぺ
き
行
為
で
あ
る。
そ
れ
に
対
じ
て
「
報
恩
記」
の
弥
三
郎
は
あ
く
ま
で
ぬ
り
に
徹
し、
甚
内
の
名
声
を
奪
い、
大
泥
枠
の
ふ
り
を
し
て
死
刑
に
な
る。
こ
こ
に
「
鼠
小
俯
次
郎
古」
か
ら
「
報
恩
記
j
に
至
る
ま
で
の
芥
川
の
心
境
の
変
化
が
み
ら
れ
る。
前
者
で
は
恐
る
恐
る
名
を
賜
り、
死
刑
に
な
る
こ
と
に
令
え
て
い
る。
し
か
し、
後
者
で
は、
死
刑
を
党
悟
し
て
名
を
奪
う。
も
し
こ
の
に
せ
の
泥
枠
が
芥
川
自
身
で
あ
っ
た
ら、
芥
川
は、
作
品
の
素
材
を
盗
む
行
為
を
「
郭
恩
記」
の
段
階
で
は、
死
を
決
意
し
て
敢
行
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る。
．
ま
た、
『
或
日
の
大
石
内
蔵
助』
（
大
正
六
年）
で
は、
偽
物
が
本
物
の
評
判
を
聞
き、
ま
ね
を
し
て、
そ
れ
を
間
い
た
本
物
自
身
が
不
快
に
な
る。
元
禄
十
五
年
極
月
十
五
日、
主
君
の
敵
吉
良
上
野
介
を
討
っ
た
大
石
良
雄
ら
赤
穂
浪
士
は、
細
川
家
の
預
か
り
と
な
る。
都
府
の
判
決
が
決
ま
る
ま
で、
赤
枇
浪
士一．
同
は、
細
川
家
の
手
眠
い
も
て
な
し
を
受
け
る。
あ
る
日、
四
十
七
士
の
一
人、
早
水
藉
左
紺
門
が
江
戸
の
市
中
で
赤
穂
浪
士
の
敵
討
を
ま
ね
た
敵
討
が
は
や
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
込
ん
で
く
る。
こ
の
話
を
叫
い
た
大
石
の
心
に
は、
「
不
快
の
植」
が
ま
か
れ
る。
大
石
は
敵
味
方
を
欺
く
た
め
に、
放
泌
の
限
り
を
つ
く
す。
し
か
し、
大
石
は、
そ
の
放
茄
の
生
活
の
な
か
に、
復
凹
の
非
を
全
伏�
忘
却
し
た
放
泌
を
味
わ
っ
た
こ
と
も
事
災
で
あ
る。
ま
た、
こ
の
放
泌
の
行
為
は、
自
分
の
独
創
と
い
う
よ
り
も
既
に
伴
狂
に
よ
っ
て
敵
を
討
っ
た
先
歎
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る、
と
大
石
は、
ひ
そ
か
に
心
に
恥
じ
て
い
た
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
そ
れ
を
ま
ね
た
敵
討
が
江
戸
で
評
判
に
な
る。
そ
の
誤
招
を
予
想
し
得
な
か
っ
た
自
分
の
恐
に
対
す
る
反
感
が、
大
石
の
「
不快」
の
内
容
で
あ
る。
自
分
の
惹
志
と
は
焦
閲
係
な
評
判
が
立
ち、
枇
間
で
肝
判
の
行
為
を
行
っ
た
本
人
で
あ
り
な
が
ら
も
「
不
快」
を
感
じ
る。
本
物
が
作
い
と
本
物
を
囮
る
偽
物
ま
で
が、
本
物
ら
し
く
な
る。
『
鼠
小
俯
次
郎
吉
j
の
派
吉
ゃ、
「
報
恩
記」
の
弥
三
郎
は、
そ
の
名
芦
を
利
用
し、
評
判
を
望
む。
し
か
し、
大
石
は、
逆
に
そ
の
名
芦
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て、
自
分
と
の
意
識
の
ず
れ
に
「
不
快」
を
感
ず
る。
「
以
小
俯
次
郎
吉」
で
は、
単
に
評
判
を
望
む
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
が、
『
戟
忍
記」
の
弥
三
郎
は、
名
芦
を
盗
む。
そ
し
て、
首
を
切
ら
れ
る
天
削
を
受
け
る。
阿
姻
港
甚
内
は、
「
評
判
の
高
い
盗
人」
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
阿
時
に
盗
人
以
外
の
甚
内
ー
呂
宋
助
左
衛
門
の
手
代、
巡
歌
師、
通
辞、
虚
無
俯、
薬
売、
南
蛮
寺
へ
黄
金
の
舎
利
塔
を
献
じ
た
偕
徒
な
ど、
多
く
の
額
を
持
っ
四
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て
い
る。
変
幻
自
在
で
あ
り、
甚
内
に
と
っ
て
は
自
分
自
身
は
別
の
人
物
と
し
て
存
在
し
な
が
ら、
同一
人
物
な
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
泄
間
か
ら
見
れ
ば、
「
盗
人
阿
姐
港
甚
内」
す
ぎ
な
い。
北
条
屋
の
危
急
を
知
っ
た
時、
「
昔
の
恩
を
返
す
時
が
来
た」
ー
さ
う
思
ふ
事
が
餡
し
か
っ
た
の
で
す。
わ
た
し
に
も、
卸
屈
ね
者
の
阿
娘
港
甚
内
に
も、
立
派
な
恩
返
し
が
出
来
る
愉
快
さ
は、
ー
い
や、
こ
の
愉
快
さ
を
知
る
も
の
は、
わ
た
し
の
外
に
は
あ
り
ま
す
ま
い。
（
皮
肉
に）
批
間
の
善
人
は
可
哀
さ
う
で
す。
何一
っ
悪
事
を
拗
か
な
い
代
り
に、
ど
の
位
蒋
行
を
維
し
た
時
に
は、
婚
し
い
心
も
ち
に
な
る
も
の
か、
ー
そ
ん
な
事
も
数
に
は
知
ら
な
い
の
で
す
か
ら。
北
条
屋
に
阿
嬢
港
で
命
を
救
わ
れ
た
こ
と
は、
甚
内
に
と
っ
て
は、
「
恩
を
受
け
た
j
こ
と
に
ち
が
い
な
い。．
北
条
屈
の
危
急
を
救
う
た
め
に
金
を
腐
達
す
る
こ
と
は、
確
か
に
「
恩
返
し」
た
り
得
る。
た
だ
し、
そ
の
金
は
甚
内
が
拗
い
て
手
に
入
れ
た
物
で
も
無
け
れ
ば、
貯
え
た
物
で
も
な
い。
「
盗
ん
だ
金」
で
あ
る。
そ
し
て、
甚
内
は
自
在
に
姿
を
変
え
つ
つ
も
根
底
に
は、
批
間
の
人
が
印
す
る
と
お
り
の、
「
御
恥
ね
者」
で
あ
る
が
故
の
俊
越
感
が
窟
え
る。
つ
ま
り、
悪
人
の
自
分
で
も
人
並
み
に
将
い
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
喜
ぴ
と、
晋
段
悪
事
を
拗
い
て
い
る
か
ら
こ
そ、
蒋
行
が
き
わ
だ
っ
と
い
ぅ
伍
越
感
を
持
つ。
わ
た
し
の
や
う
に
四
十
年
間、
悪
名
ば
か
り
投
つ
て
ゐ
る
も
の
に
は、
他
人
の、
ー
殊
に
幸
福
ら
し
い
他
人
の
不学
は、
自
然
と
微
笑
を
浮
か
ば
せ
る
の
で
す。
と
い
う
愉
快
さ
と、
先
の
「
盗
人
甚
内」
で
も
「
恩
返
し」
の
で
き
る
愉
快
さ
は
同
賀
の
も
の
で
あ
る。
そ
し
て
そ
れ
は、
「
盗
人」
（
悪
人）
で
も
「
恩
人」
（
報
人）
に
「
恩
返
し」
（
蒋
行）
が
で
き
る
と
い
う、
事
の
蒋
悪
（
盗
ん
だ
金
で
恩
返
し
を
す
る）
を
超
越
し
た
級
越
惑、
沿
足
感
へ
と
発
展
す
る。
北
条
屈
弥
三
右
衛
門
の
心
理
変
化
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。
0
盗
人
に
金
を
調
迷
し
て
貰
ふ、
ー
そ
れ
が
可
笑
し
い
ば
か
り
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん。
0
盗
人
に
金
を
施
し
て
貨
ふ、
ー
そ
れ
は
あ
な
た
に
伺
は
な
い
で
も、
確
か
に
善
い
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い。
し
か
し
朗
逹
が
出
来
る
か
ど
う
か、
半
侶
半
疑
の
坑
に
ゐ
た
時
は、
善
悪
も
考
へ
ず
に
居
り
ま
し
た
し、
又
今
と
な
つ
て
見
れ
ば、
む
げ
に
受
け
取
ら
ぬ
と
も
申
さ
れ
ま
せ
ん。
し
か
も
そ
の
金
を
受
け
取
ら
な
い
と
な
れ
ば、
わ
た
し
ば
か
り
か一
家
の
も
の
も、
路
頭
に
迷
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す。
最
初
は、
盗
人
に
「
盗
ん
だ
金」
を
岡
達
し
て
も
ら
う
こ
と
は、
「
可
笑
し
い
こ
と
J
で
あ
っ
た。
と
こ
ろ
が
次
第
に
彼
の
心
は
「
粒
い
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い」、
「
む
げ
に
受
け
取
ら
ぬ
と
も
申
さ
れ
ま
せ
ん」
と
変
化
し
て
い
く。
そ
し
て
つ
い
に
は、
「
受
け
取
ら
な
い
と
な
れ
ば、
わ
た
し
ば
か
り
か
一
家
の
も
の
も
路
頭
に
迷
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
J
と
正
当
化
さ
れ
る。
自
分
述
の
危
急
が
救
わ
れ
る
の
な
ら
ば、
漑
迷
金
の
索
性
は
か
ま
わ
な
い。
こ
の
気
持
ら
は、
弥
三
右
衛
門
の
内
で
ま
す
ま
す
附
長
し、
す
り
替
え
ら
れ
て
い
く。
枯
内
が
召
し
捕
ら
れ、
咽
首
と
なっ
た
こ
と
を
開
き、
0
し
か
し
梢
忠
の
祁
と
息
へ
ば、
こ
れ
も
致
し
方
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い。
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い
や、
釦ごっ
こ
の
水
年、
天
削
も
受
け
ず
に
屈
り
ま
し
た
の
は、
不
息
議
だ
っ
た
位
で
ご
ざ
い
ま
す。
が、
せ
め
て
も
の
恩
返
し
に、
陰
な
が
ら
同
向
を
し
て
や
り
た
い。
ー
か
う
息
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら、
わ
た
し
は
今
日
伴
も
つ
れ
ず
に、
早
速一
条
戻
り
柏
へ、
そ
の
恥
し
甘
を
見
に
参
り
ま
し
た。
と
回
向
す
る。
甚
内
が
球
首
に
な
っ
た
の
は、
「
梢
悪
の
報」
で
あ
り、
「
水
年、
天
悧
も
受
け
ず
に
居
り
ま
し
た
の
は、．
不
m心
議
だ」
と
弥
三
右
術
門
は
息
う。
そ
し
て、
「
せ
め
て
も
の
恩
返
し」
に
同
向
を
思
い
つ
く。
「
盗
ん
だ
．
金」
を、
た
と
え一
家
の
糊
口
の
た
め
に
使
っ
た
と
し
て
も、
も
は
や、
ニ
人
は
同
卯
で
あ
る。
と
こ
ろ
が
北
条
屈
の
念
頭
に、
そ
う
い
う
考
え
は
館
ほ
ど
も
無
い。
身
代
を
立
て
れ
せ
ば、
そ
の
た
め
の
金
の
索
性
も
知
ら
ぬ
間
に
正
当
化
さ
れ
る。
こ
れ
は、
芥
川
自
材
の
心
梢
変
化
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
ま
た、
弥
三
右
衛
門
に
と
っ
て
は、
「
盗
人」
甚
内
も、
．
．
．
 と
う
と
う
分
散
も
せ
ず、
恙
な
い
そ
の
8
を
送
ら
れ
る
の
は、
仔
甚
内
の
御
阪
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら、
何
時
で
も
あ
の
男
の
仕
合
せ
の
··
為
に、
人
知
れ
ず
お
ん
母
「
ま
り
や」
様
へ
も、
祈
恥
を
こ
め
て
ゐ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す。
＇
，
と
「
恩
人」
に
な
る
の
で
あ
る。
．
北
条
屈
の
息
子
弥
三
郎
は、
あ
る
営
の
夜、
北
条
歴
に
忍
ぴ
込
ん
で
阿
娘
迷
甚
内
と
父
弥
三
右
衛
門
の
会
話
を
盗
み
IIH
き、
甚
内
を
追
い
か
け
て、
北
条一
家
の
淡
っ
た
恩
は、
わ
た
し
に
も
亦
か
か
つ
て
ゐ
ま
す。
わ
た
し
は
そ
の
恩
を
忘
れ
な
い
し
る
し
に、
あ
な
た
の
手
下
に
な
る
決
心
を
し
ま
し
た。
と
5日
う
が
甚
内
に一
蹴
さ
れ
て
し
ま
う。
そ
れ
に
服
を
立
て
た
弥
三
郎
は、
わ
た
し
は
こ
の
二
年
間、
甚
内
の
恩
を
返
し
た
さ
に、
ど
の
位
苦
し
ん
だ
か
知
れ
ま
せ
ん。
恩
を
返
し
た
さ
に
？
ー
い
や、
恩
と
首
ふ
よ
り
も、
拘r
ろ
恨
を
返
し
た
さ
に
で
す。
と
「
恩」
を
返
す
に
見
せ
か
け
て、
「
恨」
も
返
そ
う
と
す
る
。
甚
内
の
身
代
り
に
首
を
打
た
れ
る
ー何
と
す
ば
ら
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か。
さ
う
す
れ
ば
勿
溢
わ
た
し
と一
し
よ
に、
社
内
の
叫
も
亡
ん
で
し
ま
ふ。
ー
甚
内
は
広
い
日
本
国
中、
何
処
で
も
大
威
張
り
に
歩
け
る
の
で
す。
そ
の
代り
（
再
ぴ
笑
ふ）
ー
そ
の
代
り
わ
た
し
は一
夜
の
内
に、
稀
代
の
大
賊
に
な
れ
る
の
で
す。
（
略）
ー
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
甚
内
の
名
抒
は、
悉
わ
た
し
に
料
は
れ
る
の
で
す。
（
三
殷
笑
ふ）
云
は
ば
甚
内
を
助
け
る
と
同
時
に、
枯
内
の
名
前
を
殺
し
て
し
ま
ふ、
一
家
の
恩
を
返
す
と
同
時
に、
わ
た
し
の
恨
み
も
返
し
て
し
ま
ふ、
ー
こ
の
位
愉
快
な
返
報
は
あ
り
ま
せ
ん。
わ
た
し
が
そ
の
夜
妍
し
さ
の
余
り、
笑
ひ
紐
け
た
の
も
当
然
で
す。
弥
三
郎
の
「
恩
返
し」
は、
甚
内
の
代
わ
り
に
首
を
打
た
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た。
弥
三
郎
の
犠
牲
は
大
き
い
よ
う
で
あ
る。
し
か
し
そ
れ
は、
「
囚心
を
返
す
と
同
時
に、
わ
た
し
の
恨
み
も
返
し
て
し
ま
ふ」
と
い
う
二
雁
性
を
持
っ
て
い
る。
甚
内
も、
弥
三
右
術
門
も、
弥
三
郎
も、
そ
れ
ぞ
れ
「
恩
返
し」
を
掲
げ
な
が
ら、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
己
心
を
泌
足
さ
せ
て
い
る。
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甚
内
は、
阿
姐
港
で
の
「
恩」
を
返
そ
う
と
し
な
が
ら、
蒋
行
を
施
す
愉
快
さ
を
得
る
た
め
に、
金
を
岡
達
し
た。
弥
三
右
衛
門
は、
甚
内
か
ら
「
恩
返
し」
を
受
け、
身
代
を
立
て
直
す
金
を
用
立
て
て
も
ら
う
が、
そ
の
金
の
素
性
を
忘
れ、
甚
内
を
憐
れ
む。
弥
三
郎
は、
甚
内
の
代
わ
り
に
首
を
打
た
れ
る
が、
同
時
に
甚
内
の
も
っ
て
い
る
名
券
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
純粋
な
恩
返
し」
で
は
な
い
の
で
あ
る。
芥
川
は、
小
説
稼
業
を
続
け
る
た
め
に、
他
か
ら
の
素
材
の
提
供
を
受
け
る。
そ
の
「
恩」
を
彼
は
次
第
に
忘
れ
て
い
く。
そ
れ
は
北
条
屋
が
盗
ん
だ
金
で
身
代
を
立
て
直
し、
ほ
う
か
む
り
を
し
て
い
る
と
同
様
で
あ
る。
と
こ
ろ
が
こ
の
結
果、
息
子
の
弥
三
郎
が
死
刑
に
な
る。
こ
の
因
果
応
報
を
北
条
腟
は、
恨
而
に
受
け
た。
芥
川
に
も
こ
の
他
機
は
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る。「
せ
め
て
も
の
恩
返
し」
に
回
向
し
た
北
条
足
の
見
た
屈
酋
は、
甚
内
で
は
な
か
っ
た。
「
弥
三
郎1.」
ー
わ
た
し
は
舌
さ
へ
動
か
せ
た
な
ら、
か
う
叫
ん
で
ゐ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん。
盗
人
の
受
け
る
当
然
の
報
い
と
い
う
気
持
ち
は、
首
を
見
た
吟
間
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う。
そ
し
て、
甚
内
に
危
急
を
救っ
て
も
ら
っ
た
針
の
夜、
枯
内
と
争っ
て
い
た
男
が
弥
三
郎
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く。
わ
た
し
も
あ
の
阿
娘
湛
甚
内
に一
家
の
没
裕
さ
へ
救
は
れ
な
け
れ
ば、
五
こ
ん
な
咲
き
は
致
し
ま
す
ま
い
に。
い
く
ら
未
紬
だ
と
111心
ひ
ま
し
て
も、
こ
れ
ば
か
り
は
切
な
う
ご
ざ
い
ま
す。
分
散
せ
ず
に
わ
た
力
が
好
い
か、
作
を
殺
さ
ず
に
慨
い
た
力
が
好
い
か、
ー
（
突
然
苦
し
さ
う
に）
ど
う
か
わ
た
し
を
御
救
ひ
下
さ
い。
わ
た
し
は、
こ
の
侭
生
き
て
ゐ
れ
ば、
大
恩
人
の
甚
内
を
悧
む
や
う
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん。
弥
三
郎
は、
一
家
の
大
恩
を
返
す
た
め
に
身
代
わ
り
に
な
っ
た
と
北
条
屈
は
考
え
た。
手
前
勝
手
な
理
由
を
つ
け
て、
善
悪
の
判
斯
を
狂
わ
せ
た
北
条
屈
は、
最
も
大
切
な
息
子
を
失
っ
て
し
ま
う。
「
あ
の
阿
姻
港
甚
内」
と
言
う
北
条
困
に
は、
甚
内
に
対
す
る
蔑
み
が
感
じ
ら
れ
る。
そ
し
て、
弥
三
郎
の
心
中
を
知
ら
な
い
北
条
困
に
と
っ
て
は、
「
恩
返
し」
を
し
て
<
れ
た
と
納
得
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
故
に、
悲
し
み
は
深
い
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
弥
三
郎
は、
も
し
父
の
弥
三
右
衛
門
に、
わ
た
し
の
躯
し
首
を
見
ら
れ
た
時
に
は、
|
（
苦
し
さ
う
に）
堪
忍
し
て
く
だ
さ
い。
お
父
さ
ん
！
吐
血
の
病
に
罹
っ
た
わ
た
し
は、
た
と
ひ
首
を
打
た
れ
ず
と
も、
三
年
と
は
命
は
続
か
な
い
の
で
す。
ど
う
か
不
幸
は
堪
忍
し
て
下
さ
い。
わ
た
し
は
極
道
に
生
ま
れ
ま
し
た
が、
兎
に
角一
家
の
恩
だ
け
は
返
す
事
が
出
来
た
の
で
す
か
ら。
：··
:
と
余
命
い
く
ば
く
も
照
い。
弥
三
郎
は、
命
を
な
げ
う
っ
て
は
い
る
が、
そ
れ
は
期
限
の
決
ま
っ
た
命
で
あ
る。
こ
れ
は、
弥
三
郎
が
本
物
に
成
り
え
な
か
っ
た
理
111
の―
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
「
息
を
恨
み
で
返
す」
こ
と
を
「一
家
の
恩
を
返
す」
こ
と
で
す
り
特
え、
正
当
化
し、
父
に
対
し
て
も、
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大
殿
は
良
秀
の
要
求
ど
お
り
の
車
を
作
り 、
火
を
か
け
る 。
と
こ
ろ
が 、
自
分
勝
手
な
大
義
を
掲
げ 、
最
も
大
切
な
も
の
を
失
う
の
は 、
『
地
菰
変」
（
大
正
七
年）
で
あ
る 。
絵
仏
師
良
秀
は 、
目
に
見
た
も
の
で
な
け
れ
ぱ
栂
け
な
い
為
に 、
誰
彼
と
な
く
無
理
無
体
を
弛
要
す
る
。
あ
る
日 、
堀
川
の
大
殴
が
良
秀
に
「
地
狐
絵
の
屁
凪」
を
申
し
つ
け
る 。
と
こ
ろ
が 、
良
秀
は
大
殿
に 、
見
た
物
で
な
け
れ
ば
描
け
な
い
し 、
得
心
が
行
か
ぬ
と
訴
え
る 。
そ
し
て 、
良
秀
は 、
棺
榔
毛
の
車
の
中
に
美
し
い
上
服
を
入
れ
て
火
を
か
け
る
よ
う
懇
顧
す
る
。
大
殿
は 、
そ
の
人
間
が
考
え
つ
い
た
と
思
え
な
い
よ
う
な
要
求
を
受
け
入
れ
る 。
六
企
命．
い
く
ぱ
く
も
な
い
身
で
あ
る
か
ら 、
恩
返
し
に
命
を
役
立
て
た
と 、
天
が
を
全
う
し
な
い
こ
と
を
も
正
当
化
し
て
い
る 。
以
上
の
よ
う
に 、
三
人
三
様
に
大
義
を
掲
げ
つ
つ
も 、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
己
心
を
潤
足
さ
せ
て
い
る
。
甚
内
は 、
利
己
心
を
油
足
さ
せ
る
た
め
の
将
行
で
あ
っ
て
も 、
価
他
惑
は
一
貫
し
て
い
る 。
即
ち 、
自
分
は
「
名
邸
い
盗
人」
で
あ
っ
て
も 、
「
悪
人」
で
あ
る
か
ら 、
弥
三
郎
が
手
下
に
な
る
こ
と
を
馴
い
出
て
も 、
「
白
船
め
が
1・
親
孝
行
で
も
し
ろ
！」
と
一
蹴
し 、
弥
三
郎
が
喝
首
に
な
っ
た
と
知
れ
ば
「
み
さ」
を
馴
う 。
と
こ
ろ
が 、
北
条
橙
と
弥
三
郎
は 、
善
悪
の
価
位
感
さ
え
も
ml
ill
に
逆
転
す
る 。
そ
し
て 、
北
条
恥
は
最
愛
の
息
子
の
命
を 、
弥
三
郎
は
己
れ
の
命
を 、
二
人
に
と
っ
て
は
餃
も
大
切
な
も
の
を
失
う
の
で
あ
る 。
車
中
の
上
脱
は 、
良
秀
自
身
の
娘
な
の
で
あ
っ
た 。
さ
す
が
に 、
「
良
秀
の
心
に
交
々
往
来
す
る
恐
れ
と
悲
し
み
と
焼
き
と
は 、
胚
々
と
額
に
描
か
れ」
る 。
し
か
し 、
次
の
瞬
nrl 、
「
さ
つ
き
ま
で
地
独
の
費
苦
に
苦
し
ん
で
ゐ
た
ゃ
う
な
良
秀
は 、
今
は
言
ひ
や
う
の
な
い
輝
き
を 、
さ
な
が
ら
枕
惚
と
し
た
輝
き
を」
滴
面
に
浮
か
ぺ
る 。
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
昇
凪
絵
は 、
そ
れ
を
見
た
人
に
「
不
思
議
に
戯
か
な
心
も
も
ち
に
打
た
れ
て 、
災
熱
地
菰
の
大
苦
難
を
如
実
に
感
じ
る
」
ほ
ど
で
あ
っ
た 。
良
秀
は 、
屏
凧
の
出
来
上
が
っ
た
次
の
夜
に 、
梁
に
縄
を
か
け
「
縦
れ
死」
を
す
る 。
良
秀
は
芸
術
心
を
滴
足
さ
せ 、
人
々
か
ら
貨
賛
を
あ
ぴ
る
よ
う
な
絵
を
描
く
代
償
と
し
て 、
「
気
迩
ひ
の
や
う
に
可
愛
が
つ
て
ゐ
た」
娘
を
失
い
、
自
ら
も
又 、
自
分
自
身
の
中
の
芸
術
至
上
主
義
と 、
父
親
と
し
て 、
人
間
と
し
て●
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
苦
し
み
に
耐
え
き
れ
ず 、
命
を
断
つ
。
こ
の
よ
う
に 、
人
間
と
し
て
の
禁
忌
に
ふ
れ
る
と 、
何
等
か
の
制
故
が
下
る 。
こ
の
よ
う
な
楠
造
を
持
つ
小
説
に
『
妖
婆」
（
大
正
八
年）
が
あ
る
。
「
妖
楼」
で
あ
る
お
島
婆
さ
ん
は 、
占
い
を
し
て
お
金
を
稼
い
で
い
る 。
占
い
の
的
中
率
は
ほ
ぽ
百
パ
ー
セ
ン
ト
で 、
大
変
評
判
が
良
い
。
と
こ
ろ
が 、
こ
の
占
い
は
「
歩
と
も
現
と
も
つ
か
な
い
枕
惚
の
境
に
は
い
っ
た
も
の
は 、
そ
の
間
こ
そ
人
の
知
ら
な
い
泄
界
の
梢
息
に
通
じ
る
も
の
の 、
酪
め
た
が
最
後 、
そ
の
間
の
こ
と
は
す
つ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う」
の
で 、
一
人
で
は
こ
の
占
い
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で 、
芳
い
娘
を
巫
女
に
仕
立
て
て
神
の
託
虹
を
Uff
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く
が 、
娘
は 、
お
島
婆
さ
ん
の
あ
ま
り
の
悪
ど
い
や
り
か
た
に 、
良
心
の
咎
め
を
受
け
て
自
殺
す
る 。
困
っ
た
お
島
婆
さ
ん
は 、
親
類
の
娘
を
澤
公
先
か
ら
呼
ぴ
寄
せ
て 、
返
れ
な
く
す
る 。
こ
の
娘
は 、
神
が
か
り
に
さ
れ
た
時
に 、
失
神
し
た
ふ
り
を
し
て 、
自
分
を
返
さ
な
け
れ
ば 、
命
を
取
る
と
営
お
う
と
す
る 。
し
か
し 、
神
が
か
り
に
な
る
と
い
つ
も
の
よ
う
に
気
が
遠
く
な
り 、
計
画
は
失
敗
し
た
か
に
見
え
る 。
ど
こ
ろ
が 、
実
際
は
神
が
か
り
に
あ
っ
た
娘
は 、
「
自
分
を
返
さ
な
け
れ
ば
命
に
関
る」
と
婆
に
忠
告
し 、
婆
は
「
神
嗚
り
に
打
た
れ
て
死
ん
で」
し
ま
う 。
芥
川
は 、
こ
の
「
妖
婆」
を
つ
ア
グ
ニ
の
神」
（
大
正
十
一
年）
に
童
話
と
し
て
術
き
直
し
て
い
る 。
話
の
筋
は 、
印
度
人
の
婆
さ
ん
が 、
日
本
人
の
女
の
子
を
誘
拐
し 、
託
宜
に
使
う 。
そ
し
て 、
女
の
子
は
神
が
か
っ
た
ふ
り
を
し
て
自
分
を
返
す
よ
う
に
酋
う 、
大
変
似
通
っ
た
も
の
で
あ
る 。
し
か
し
今
庇
は 、
神
と
婆
の
対
決
が
大
変
長
く
記
さ
れ
る 。
「
い
や 、
お
れ
は
お
前
の
顛
ひ
な
ぞ
は
開
か
な
い 。
お
前
は
お
れ
の
哲
ひ
つ
け
に
背
い
て 、
い
つ
も
悪
事
ば
か
り
働
い
て
来
た 。
お
れ
は
も
う
今
夜
限
り 、
お
前
を
見
拾
て
よ
う
と
思
っ
て
ゐ
る 。
い
や 、
11
悪
事
の
罰
を
下
し
て
ゃ
ら
う
と
息
つ
て
ゐ
る 。
（
略）
お
前
は
憐
れ
な
父
親
の
手
か
ら 、
こ
の
女
の
子
を
盗
ん
で
来
た 。
も
し
命
が
情
し
か
つ
た
ら 、
明
日
と
も
言
は
ず
今
夜
の
内
に 、
早
速
こ
の
女
の
子
を
返
す
が
好
い」 。
と
こ
ろ
が 、
婆
は 、
「
早
迷
お
前
を
父
親
へ
返
せ
ー
苔
察
の
お
役
人
ぢ
や
あ
る
ま
い
し 、
ア
「
利
己
心」
を
滴
足
さ
せ
る
た
め
に
は 、
そ
し
て
大
義
名
分
の
た
め
に
は 、
ど
の
よ
う
な
手
段
を
用
い
て
正
当
化
し
て
も
許
さ
れ
る 。
「
報
息
記」
に
お
い
て 、
阿
娘
港
甚
内
は
背
助
け
て
買
っ
た
恩
返
し
の
た
め
に 、
北
条
屋
弥
三
右
衛
門
は 、
身
代
を
立
て
匝
す
た
め
に 、
「
ぼ
う
ろ」
弥
三
郎
は 、
父
弥
三
七
グ
ニ
の
神
が
そ
ん
な
こ
と
を
御
言
ひ
つ
け
に
な
っ
て
た
ま
る
も
の
か 。
（
略）
さ
あ 、
正
直
に
白
状
お
し 。
お
前
は
勿
体
な
く
も
ア
グ
ニ
の
神
の 、
f
JU
色
を
使
っ
て
ゐ
る
の
だ
ら
う 。」
と
相
手
に
し
な
い
。
そ
し
て
「
ア
グ
ニ
の
神」
は 、
神
の
命
令
に
背
く
者
に
は 、
冊
を
与
え
る
と
言
う 。
そ
の
罰
は
「
死」
な
の
で
あ
る 。
し
か
し
神
の
声
と
人
JUI
の
声
を
間
き
分
け
ら
れ
な
い
婆
は 、
そ
の
託
宜
を 、
神
の
真
実
の
声
を
開
く
こ
と
は
で
き
な
い 。
そ
し
て 、
事
実 、
婆
さ
ん
は
意
外
に
も
自
分
の
胸
へ 、
自
分
の
ナ
イ
フ
を
突
き
立
て
た
侭 、
血
だ
ま
り
の
中
に
死
ん
で
ゐ
ま
し
た 。
と
つ
い
に
「
死」
と
い
う
剥
を
受
け
る 。
こ
の
「
妖
婆』
と
「
ア
グ
ニ
の
神」
に
つ
い
て
は 、
拙
稿
「
芥
川
侃
之
介
「
妖
婆」
の
技
巧」
（「
岡
大
国
文
論
稿」
十
五
号・
昭
和
六
十
三
年
三
月）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
お
島
婆
さ
ん
も 、
印
度
人
の
婆
さ
ん
も 、
神
を
祭
り 、
託
宜
を
商
売
に
し
て
い
る 。
そ
の
た
め
の
媒
介
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
若
い
娘
が
必
要
で
あ
り 、
「
盗
ん
で」
来
る 。
金
儲
け
ゃ
悪
事
に
神
と
娘
を
散
々
利
用
し
た
掲
げ
句 、
神
か
ら
削
を
下
さ
れ 、
死
を
与
え
ら
れ
る 。
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．
右
術
門
の
受
け
た
「
恩」
の
た
め
に、
「
地
獄
変
j
で
は、
芸
術
の
た
め
に、
「
妖
婆」
I
ア
グ
ニ
の
神」
で
は
占
い
（
金
儲
け）
に
他
か
ら
何
か
を
盗
ん
で
く
る。
し
か
し、
そ
れ
ぞ
れ
に
何
者
に
も
か
え
が
た
い
も
の
を
失
っ
て
し
ま
う。
倣
愛
の
息
子
や
娘、
自
分
自
身
の
命
な
ど、
一
時
の
利
己
心
の
代
償
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
も
の
で
あ
る。
「
椛
生
門」
（
大
正
四
年）
の
下
人
は、
股
初、
死
体
か
ら
娑
を
抜
く
老
婆
に
「
あ
ら
ゆ
る
悪
に
た
い
す
る
反
惑
が、
一
分
侮
に
面
さ
を
削
J
す。
ま
た、
餓
死
と
盗
人
で
は
「
何
の
未
糾
も
な
く、
餓
死
を
選
ん
だ
事
だ
ら
う」
と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た。
し
か
し、
老
婆
の
「
こ
こ
に
い
る
死
人
た
ち
は、
そ
れ
く
ら
い
な
こ
と
を
さ
れ
．．
 て
も
い
い
人
間
だ」、
「
せ
ね
ば
餓
死
を
す
る
ぢ
ゃ
て、
仕
方
な
く
し
た
事
で
あ
ろ。」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
う
ち
に、
次
第
に
あ
る
「
勇
気」
が
涌
い
て
く
る。そ
れ
は、
さ
つ
き
門
の
下
で、
こ
の
男
に
は
欠
け
て
ゐ
た
勇
気
で
あ
る。
さ
う
し
て、
又、
さ
つ
き
こ
の
門
の
上
へ
上
が
つ
て、
こ
の
老
婆
を
捕
ら
へ
た
時
の
勇
気
と
は、
全
然、
反
対
な
方
向
へ
動
こ
う
と
す
る
勇
気
で
あ
る。
下
人
は、
磯
死
を
す
る
か
盗
人
に
な
る
か
に、
迷
は
な
か
つ
た
ば
か
り
で
は
な
い。
そ
の
時
の、
こ
の
男
の
心
も
ち
か
ら
云
へ
ば、
磯
死
な
ど
と
云
ふ
事
は、
殆、
考
へ
る
事
さ
へ
出
来
な
い
程、
意
識
の
外
に
追
ひ
出
さ
れ
て
ゐ
た。
ど
下
人
の
心
は
変
化
す
る。
「
生
き
る
た
め
に
盗
む
こ
と
は
悪
で
は
な
い」
口
と
い
う
下
人
の
行
方
は
わ
か
ら
な
い。
し
か
し、
「
生」
の
た
め
に
正
当
化
•
さ
れ
た・「
盗
み」
へ
の
「
罰」
は、
「
死」
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い。
「
猿
j
（
大
正
五
年）
に
は、
「
盗
雅
事
件」
が
出
て
く
る。
士
官
候
補
生
の
私
が、
遠
洋
航
海
を
終
え
て
横
須
賀
に
入
港
し、
上
陸
の
間
際
に
な
っ
て、
艦
内
に
盗
難
事
件
が
発
生
す
る。
身
体
検
査
と
所
持muII
検
究
が
な
さ
れ
た
粘
呆、
盗
品
は、
奈
良
島
と
い
う
但
号
兵
の
帽
子
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
る。
と
こ
ろ
が、
こ
の
奈
良
島
の
姿
が
見
え
な
い
の
で、
捜
索
し、
自
殺
寸
前
の
と
こ
ろ
を
取
り
押
さ
え
る。
こ
の
航
海
の
途
中
に
砲
術
長
が、
一
匹
の
狡
を
手
に
入
れ、
そ
の
狼
が
船
長
の
時
計
を
盗
ん
で
逃
げ
た
の
で、
大
騒
動
に
な
り、
や
っ
と
水
兵
が
捕
ま
え
る
事
件
が
あ
っ
た。
こ
の
狼
事
件
と
奈
良
島
事
件
と
が
似
て
い
る
と、
同
僚
が
お
も
し
ろ
が
っ
た
の
を、
「
私」
が
「
奈
良
島
は
人
皿
だ。
猿
ぢ
や
あ
な
い」
と
い
っ
た
の
で
あ
る。
奈
良
島
は、
補
賀
の
海
軍
監
獄
に
送
ら
れ
た。
一
方、
「
狼」
は、
最
初
は
二
日
間、
絶
食
の
懲
削
を
受
け
た
の
で
あ
る
が、
そ
の
期
限
が
切
れ
な
い
う
ち
に、
削
を
与
え
た
本
人
が、
「
し
よ
げ
て
ゐ
る
の
を
見
る
と、
狡
に
し
て
も、
可
哀
さ
う
だ
か
ら」
と
罰
則
を
破
っ
て、
猿
に、
餌
を
与
え
て
し
ま
う。
ま
た
『
地
狐
変」
に
も
「
猿」
は
出
て
く
る。
堀
川
の
大
殿
に、
丹
波
の
国
か
ら一
匹
の
猿
が
献
上
さ
れ
る。
絵
仏
師
良
秀
は、
立
居
板
舞
が
猿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら、
「
猿
秀」
と
あ
だ
名
さ
れ
て
い
た
の
で、
逆
に
猿
は
「
良
秀」
と
名
付
け
ら
れ
る。
良
秀
の
娘
が、
御
殿
へ
奉
公
に
上
が
っ
て
い
た
が、
長
廊
下
を
通
り
か
か
る
と、
む
こ
う
か
ら、
狼
の
良
秀
が
ぴ
っ
こ
を
ひ
き
な
が
ら
逃
げ
て
く
る。
そ
の
後
ろ
か
ら
礎
を
板
り
上
げ
た
若
殿
が
「
柑
八
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盗
人
め、
待
て。
待
て。」
と
追
い
掛
け
て
く
る。
娘
は
さ
る
を
抱
き
上
げ
て、
莉
殷
に
小
腰
を
か
が
め
て、
畜
生
で
あ
る
か
ら、
と
命
乞
い
を
す
る。
そ
れ
で
も
許
さ
な
い
若
殿
に、
娘
は
更
に、
そ
の
狭
の
名
前
を
持
ち
出
し、
良
秀
と
い
う
と
父
が
折
檻
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
の
で
見
て
は
居
ら
れ
な
い、
と
思
い
切
っ
た
よ
う
に
付
け
加
え
る。
若
殿
は、
「
父
親
の
命
乞
な
ら、
柾
げ
て
赦
し
て
と
ら
す。」
と
承
知
す
る。
赤
羽
学
先
生
は
「
芥
川
師
之
介
と
猿」
（
輔
仁
大
学
「
日
本
距
日
本
文
学」
．
十一
耕
中
部
民
国
七
十
三
年
十
二
月）
（
昭
和
五
十
九
年）
の
中
で
『
猿」
に
お
け
る
猿
の
行
為
は
芥
川
の
手
法
の
校
倣
と
窃
盗
に
あ
た
り、
そ
れ
は
猿
の
場
合
は
許
さ
れ
る
が、
人
間
の
場
合
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て、
自
分
へ
の
戒
め
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た。
「
猿」
は
「
盗
み」
を
臥
い
て
も
許
さ
れ
る
が、
「
人
間」
は
許
さ
れ
な
い。
こ
れ
を
芥
川
の
小
説
に
当
て
は
め
て
み
る
と
ど
う
か。
彼
の
数
々
の
作
品
に
は
典
拠
が
あ
り、
そ
れ
を
明
確
に
し
て
い
る
も
の
と、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る。
明
確
に
さ
れ
た
小
説
は、
典
拠
と
そ
れ
を
比
ぺ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
芥
川
の
「
技
拭」
を
知
る。
と
こ
ろ
が、
芥
川
に
し
か
わ
か
ら
な
い
典
拠
を
持
つ
小
説
に
つ
い
て
は、
説
者
は
そ
れ
が
芥
川
自
材
の
「
独
創」
で
あ
る
と
111心
う
に
述
い
な
い。
或
和
お
前
の
術
い
た
も
の
は
独
創
的
だ。
．
．
伐
い
や、
決
し
て
独
創
的
で
は
な
い。
第一
誰
が
独
剖
的
だ
っ
た
の
だ
？
古
今
の
天
才
の
曲
い
た
も
の
で
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
至
る
所
に
あ
る。
就
中
依
は
度
た
ぴ
盗
ん
だ。
芥
川
の
死
後
発
見
さ
れ
た
「
間
中
問
答」
（
昭
和
二
年）
の一
節
で
あ
る。
「
或
戸」
は、
芥
川
の
小
説
を
独
創
的
だ
と
評
価
す
る
が、
芥
川
自
身
は
「
盗
ん
だ」
こ
と
を
認
め
て
い
る。
こ
の
意
識
は
絶
え
ず
彼
の
中
に
あ
っ
た
に
述
い
な
い。
そ
れ
が、
小
説
の
中
に
見
え
閲
れ
す
る
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
「
猿」
の
「
猿
は
懲
冊
を
ゆ
る
さ
れ
て
も、
人
間
は
ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら」
と
い
う
哲
業
は、
自
分
の
小
説
に
貨
任
を
持
と
う
と
す
る
芥
川
の
言
葉
で
あ
っ
た。
小
説
家
に
と
っ
て、
「
小
説」
は
何
者
に
も
代
え
が
た
い
「
命」
で
あ
る。
小
説
を
掛
く
た
め
に、
様
々
な
人
の
話
や、
本
か
ら
盗
む。
彼
は
こ
の
「
盗
み」
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
な
が
ら、
小
説
を
咎
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
つ
い
に、
彼
の
心
の
中
の
「
神」
が
冊
を
下
し
た。
盗
ん
だ
「
種」
を
元
に
戻
す
よ
う
に
と
の
命
令
で
あ
る。
そ
し
て、
芥
川
は、
そ
の
命
令
に
従
え
ば、
彼
の
小
説
稼
業
は
成
り
立
た
な
く
な
る。
北
条
屋
は、
盗
ん
だ
金
で
身
代
を
建
て
龍
し
た
代
償
に
息
子
を
失
っ
た。
そ
れ
以
上
に
芥
川
は
自
分
の
命
を
失
っ
た。
彼
は
昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日、
自
殺
し
て
し
ま
、
？
A
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